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50％

0名 3名

項目 インターンシップ受入人数

100％

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 ZEH住宅の提案率

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

０名（２０２２年）
３名（２０２３年）
３名（２０２４年）
３名（２０２５年）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

１級土木施工管理技士合格者３名
１級建築施工管理技士合格者4名

今期３年間は公共工事が主体となり、建築工事が減少してい
た為ZEH住宅の推進が疎かになり未達となった。

項目 資格試験への取組み人数

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

インターンシップの受入 現状（2025年） 更新時（3年後）

2025年　50％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

2名

前期の指標に対する実績

3名
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当す
る場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新
時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

１級土木施工管理技士合格者３名⇒5名
１級建築施工管理技士合格者2名⇒4名

前期の指標に対する実績

資格試験への取組み
（１級土木施工管理技士、１級建築施工管理技士）

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

１級土木施工管理技士合格者は５名目標のところ、３名にて
未達（人員不足の為）１級建築施工管理技士合格者は目標通
り４名となり目標達成する事が出来た。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a
2023～2025年までに毎年小川中学校・小川工業高校よ
りインターンシップの受入れをした。目標は３名であったが
直近は２名にて実施。学校からの希望人数が下回った為未
達成。

２０２３年　２名（小川工業高校）
２０２４年　４名（小川中学校）
２０２５年　２名（小川中学校）

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

地元密着型企業として地域・自治体・建設業組合・金融機関等と連携しながら、SDGｓの取組みを推進いたします。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

ZEH住宅の提案
提案率100％（2025年）
提案率50％（2022年）

インターンシップの受け入れ

経済

環境

事業者名 株式会社　松﨑建設

当社は地域社会に息づく総合建設業として、人と自然の調和を図り、長い伝統の中で培ってた卓越した、技術・匠
の技を活かし快適な生活環境づくりに邁進することで、SDGｓ達成に積極的に貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

ZEH住宅の推進

資格試験への取組み
（１級土木施工管理技士1名、2級土木施工管理技
士1名、2級建設業経理士1名）


